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ぼす光質の影響を解明し，営利生産現場で利用可能な LED ランプの選定と LED 補光の実
地試験を行った。 
 第１に，ファレノプシスの生長・開花に及ぼす光質の影響を，完全閉鎖環境下で LED 光
源のみで栽培して調査した。青，緑，黄，赤，遠赤の 5 種類の LED を用い，白色蛍光灯を
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対照区とした。照射施設が限られるため試験には小型の原種を供試したが，現在の営利品種
の重要な育種親の一つで，営利栽培にも用いられている Phalaenopsis amabilis を選択した。







第 2 に，第 1 で得られた結果を基に実験温室下の Phal. amabilis に，日射に加え各種 LED
を用いて補光を行った。昼間補光は 6：00～22：00 の 16 時間，夜間補光は 16：00～22：
00，2：00～8：00 の計 12 時間とした。夜間補光で 22：00～2：00 消灯したのは，ファレ
ノプシスは CAM 型光合成を持つ植物で，終夜照明を行うと代謝が乱れ著しく開花を阻害す
るためである。用いた LED は，青，青緑，緑，黄，赤，温白色の 6 種類とした。春～夏期
の結果では，第 1 の結果と同様，昼間・夜間補光の双方とも赤 LED 光下では花茎が長く小
花数が多く，開花が早まる結果となった。また，青 LED 光下では花茎が短く，小花数は少




 第 3 に，営利栽培温室での利用を前提とした補光効果を検討した。すなわち，補光に用い
る光源として，単色の LED 光は光質の影響は強く表れるものの照射下での作業は困難で，
また，高輝度タイプのランプは研究用にのみ作成されており，営利生産に用いるには広く市
販されている照明用白色 LED に準拠するランプが適切と判断した。白色 LED は殆どのも
のが高輝度青 LED に蛍光体を被せて白色としたもので，蛍光体により照射光の光質が異な
る。ファレノプシス生産に適切な白色 LED を選択するために以下の実験を行った。供試材
料は第 2 と同じ Phal. amabilis とし，第 2 の条件で昼間補光を行った。試験区は無補光を
対照とし，冷白色(5,000K)および温白色(2,700K)LED の 3 区とした。その結果，いずれの
白色 LED 光も花成反応を促進したが，冷白色に比べて温白色 LED の方が発生する花茎数
が著しく多かった。これは，温白色 LED 光は冷白色 LED 光よりも赤色光成分を多く含み，
第１，第 2 の結果でみられた赤色光の花成促進効果がより強く表れた結果と考えられた。 
 第 4 に，第 3 で得られた結果を基に，営利栽培温室（神奈川県座間市）に実際に冷白色，
温白色 LED を設置し，主要営利栽培品種である Phalaenopsis Sogo Yukidian V3 への昼間
補光効果を検討した。当該営利温室は，近隣に高層の配送センターが建築されたことにより
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日照不足で品質低下が生じていた。その問題となっている温室内に第 3 で用いたものと同じ




 以上の結果から，開花誘導温度下にあるファレノプシスへの LED 補光は寡日照下での花
成促進，品質向上に有効であり，営利栽培に利用する際には白色 LED の中でも赤色光成分















LED の検証を実験温室で行い，赤色光成分が多い温白色 LED の有効性を明らかにした。こ
れらの結果を踏まえ，営利栽培温室で営利栽培品種に対して温白色 LED 補光の有効性を検
証し，花成促進ならびに品質向上に貢献できることを実証した。これらの研究成果は花卉園
芸学の発展に寄与するとともに，生産現場で既に有効活用されている。よって，審査員一同
は博士(農学)の学位を授与する価値があると判断した。 
